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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　 旨

　我々 は先に ， 地 方自治体 の 法令条文検索 シ ス テ ム の 試作を行 っ た が ， そ の 過程 で 法令条文の 改訂作業が想像

以上 に ， 人手 に よ る労力を要す る作業で あ る こ と を実感 した。そ こ で ， そ れ ら の作業を極力 ， 自動化 する シ ス

テ ム の 構築を試み た 。 本論文 はそ の シ ス テ ム の概要 と評価に つ い て 述べ た もの で あ る。入 力デ ータ作成は 人手

に 依 っ て は い る が
，

そ れ 以後 は 自動化で き る シ ス テ ム が 構築 で き，一応の 実用 に 供 し得る成果 を得る こ とが で

き た。
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　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 Abstract

　This　paper 　describes　automatic 　editting 　system ，anovel 　editing 　system 　developed　for　the　amendment

of 　iaws　and 　Qrdinances ．　The 　iIlput　data　for　the　system 　has　to　be　prepared 　by　expert 　staffs 　who 　extract 　such

informati 〔｝n 　regarding 　the　 amendment 　from　official 　gazettes　and 　I〕otifications ，　etc ．　which 　are 　printed　in　a

so　called 　fusion　form．　A　part　of　this　system 　was 　demonstrated　successfully 、

1． は じめ に

　毎年お びた だ しい 量の 法令改訂が 行なわ れ，諸

関係部署 に 於 い て は そ の 改 訂管理 作業 を正 確 に

行 っ て ゆ か な けれ ばな らな い
。 し か し ， 全て の 関

係 法令に つ い て こ の 作 業を行な う こ とは手数が か

か り，通常は専門の 出版社に よる改訂済 みの 法令

集を使用 す る こ と とな る 。

一方 ， 出版社 に 於 け る

改訂作業で は そ の 機械化が遅れ て お り，多数の 入

手 に 依る切 り張 り作業で 行 う所が 多 い
。 改訂 デ

ー
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タ を 与える の み で版下作成 まで 自動 的 に 行 う シ ス

テ ム に つ い て ，大規模出版社 に 於 け る開発構想 の

例 はあ る もの の 実際 に 稼動 し た 例 を他 に 聞 い て お

らず，未だ改善す る 点 はある が ，

一応 の実用 に供

し得 る 成果 を得る こ と が で き た の で 報告 す る 。

　改訂作業は コ ン ピ ュ
ー

タ内で は文字の挿入 ， 追

加 ， 削除 ， 移動 とい っ た文字列処理で 行 なえ る こ

とか ら
， 本質的 に は テ キ ス トの 校正 シ ス テ ム とい

う こ とが で きる。 しか し，法令条文 の 改訂 に お い

て ， 官報等 に よ っ て 周知 され る改訂情報を正 し く

従来の 校 IE シ ス テ ム に 取 り込 む に は
，

か な り法文

を熟知 して い る必要が あ り，人手の 介入 無 しで版

ドまで 自動的 に作成す る こ とは困難で ある 。 本 シ

ス テ ム で は ， 改訂デー
タ の 作成 は人手 に 依 る も の

の ，それ以後 は人手 の 介入 を完全 に排除 し 自動的

に コ ン ピ ュ
ー

タ処理 し ， 版下 を作成す る こ とが で

きる 。

2．従 来の 方法 と問題点

　各種法律 ・条例等の 改言∫部分 は官報等 に よ っ て

公布 さ れ る の で あるが ， そ れ は全 て謂 ゆ る溶 け込

み方式で行なわ れ て い る 。 即 ち ， 改訂 さ れ る部分
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の みが取 り出され ， そ れ を 旧法令文の 何処 へ 埋め

込 む の か ， どの 部分 と置 き換え る の か ， 或 い は何

処 を削除す る の か
， 何処 へ 移す の か 等に つ い て 文

言で示 され る 。 従来 の手作業に依 る各種法令文保

守作業で は ， 初め に 官報等か ら経験者 に よ っ て ，

挿入，追加，削除 ， 移動或 い は置 き換え る べ き語

句の
一

覧を作成， また改訂 される個所 を明示 して

切 り張 り作業の資料 とす る 。 こ れ を用 い て ， 定 め

られ た ル ール に よ り人海戦術に よ っ て 並列に 短期

間で 版下用原 稿 を作成す る 。 最後 に こ の 原稿 か ら

版下 を作成 する。 こ の 方法に は以 下 の よ うな 問題

点が あ る 。

　（1） 官報等 か ら基礎 となる べ き情報 を抽出す る

た め に ， 習熟 した 人員が不可 欠で ある 。

　   　抽出情報か ら ，

一
定の 形 式で 改 訂作業用

デ
ー

タ を作成する必要が ある。

　（3） 切 り張 リル
ー

ル 習得に 多少の 経験が 必要で

あ る 。

　（4） 多 くの場合そ うで あるが ， 切 り張 り処理 を

外部に 依託す る とターン ア ラ ウ ン ドタ イ ム が 大 き

い o

　  　出来上 っ た版下用原稿をチ ェ ッ クす る必要

が あ る 。

　  　チ ェ ッ ク済 み の 原稿を打ち直す作業が必 要

とな る 。 （これが版下 とな る 。 ）

　上記（1＞に つ い て は ， 法令文特有の言 い まわ しが

あ り， また原情報 に 於 け る誤 りは重大 な支障 をも

た らす の で
， 経験者 に よ る抽 出作業が 必要 で ある 。

単純なケ ア レ ス ミ ス か ら（3）の 切 り張 りル
・一

：ル が 守

ら れ な い 場合や ，
ル

ー
ル の 例外的処理が 存在す る

た め（5）の チ ェ ッ ク は不可欠で ある 。 また時間的余

裕が な い 場合 ， （4）は致命的で さ えある 。

　 こ れ らの 諸問題 を機械化 に よ っ て どの 程度 まで

解決で きる か が 問題 で ある 。 官報等の 該当記事 を

そ の ま ま機械 に読み取 らせ ， 原情報の 抽出と い う

段 階か らシ ス テ ム 化す る こ とが望 まし い が ， それ

に は相当程度の 知的作業を コ ン ピ ュ
ータ に 行わ せ

る必要が あ り，現状 で は 不可能で ある 。

　本シ ス テム に 於 い て は ， 改訂 の た め の 基礎情報

取得は 習熟 し た人 員に 依る こ と と し ，

一定 の 形式

で改訂作業用デー
タ を作成す る 。 原情報か ら直接

に 文字列処理 を行 え な い こ とは ひ と つ の 難点で あ

s3
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ト
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辮
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　 　 　 　 　 図 1　 シ ス テ ム 概 要 図

る もの の ，
こ の デー

タ入力 を専門の オ ペ tr・一タ に

依託す る こ とに よ り，短 時間に 確実 に デ ータ入力

が 出来 る うえ ， デー
タが 入 力され た 後は全 て コ ン

ピ ュ
ー

タ内で の 処理 とな り， 従来の 方法 と比較 し

て処理時間の大 巾な 短縮が望 め る 、

3 ．シ ス テ ム の 概 要

　本節で は シ ス テ ム の 概要及 び 入 力データの 形

式 ， 文字列処理部分の概 要 を示す 。

3．1 本 シ ス テ ム の 概要

　本 シ ス テ ム の概 要 を図 1 に 示す 。 また ， 法令文

の 改 訂に つ い て ， そ の 典型的な例 を図 2 に 示 すが ，

こ れ を習熟者 が 読 み 取 っ て 改 訂 デ ータ を作 成 す

る 。 改訂 デ
ー

タ と して は新た に 挿入 ， 置換 され る

べ き文字列 の 一
覧表 デー

タ と改訂前の 旧法令文 中

の ， 何処に ど の よ うな種類の 改訂が 生 じ るか を示

すデー
タ との 2種類が必 要で あ る 。 改訂文字列の

…
覧 表 は ， 必 要 な 改 訂 情 報 と 共 に フ ァ イ ル

KAISEIMF に 保 存 し ，
バ ッ ク ア ッ プ と し て

KAISEIMM に も保存す る 。 また，挿入 ， 削除等 の

改訂 種別情報 は ， 作成済 み の 旧法令文 フ ァ イ ル

GENBUNMF の 該 当個所 に 自動 的 に 埋 め 込 む 。

確 認 の た め ，
KAISEIMF と GENBUNMF と の
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現行 条文

第
．
2条　AAAABBBAAAAAA 。

2　 AAAAAAAACCAAA 。

3　 AAAA 。

4　 AAADDDDAA 。

改訂文 （官報等）

　第 2条第 1項 中 ［BBB 」 を 「XX 」に改 め、同条第

　 3 項 を削 ウ、同条第 2項 中 「CC」の 次 に 「YYYY 　1

を加 え、同項 を第 3項 と し、同条 第 1 項 の 次 に 次 の

1 項 を加 え る。

「2　　ZZZZZ 。」

第 2 条第 4 項中 「DDDD 」 を削 る。

図 2　 現 行条文 に対する 改訂 指示 文の 表記 例

突 き合わ せ を行い
， KAISEIMF 中に 現 わ れ て い

る全て の挿入，置換が GENBUNMF 中で 指定 さ

れ て い る か ， 移動 と移動先 に つ い て全 て の 対応 が

つ い て い る か 等 を32 で 述 べ る
一

連番号 に依 っ て

チ ェ ッ ク す る 。 改 訂 情 報 の 入 っ た 完 全 な

KAISEIMF と GENBUNMF が 出来 た 段 階で 改

訂処理 が実行 され る 。 改
．
訂済 リス トの 出力 と とも

に ，
フ ァ イ ル 中に 残存 す る処理用 コ ー ドを除去 し ，

改 訂 版 法 令文 フ ァ イ ル KANBUNMF と KAN −

BUNMM （バ ッ ク ア ッ プ用）が 作成され る 。 KAN −

BUNMF は 次の 改 訂時に は GENBUNMF とな

る 。 媒体変換 ，
コ ー

ド変換等を行 な っ た後 ， 版 下

作成専用プ ロ セ ッ サ に よ り版 下作成作業が 行わ れ

る 。

　KAISEIMF ，
　 GENBUNMF を作 成 す る 際 に

は，媒体変換， レ コ ー ド長変換， コ ー ド変換等の

作業が 必要で あるが 図 1 では 全て 省略 して あ る 。

複数の オ ン ラ イ ン 端末か ら同時に フ ァ イ ル ア ク セ

ス する こ と は 不可能で あ り ， デ ータ 作成作業を並

列的に行うた め に
， 複数台の オ フ ラ イ ン ワ ー

ドプ

ロ セ ッ サ を用 い て い る 。

3．2　入 力デ ータ の 形式

　図 3 に 人 力デ
ー

タ の 形式 を示す 。 同図中の 記号

※ X ※ は 3 桁 の 整数で 改訂個所が 多い 場 合に は 各

改訂種類別 に一連番号 を付す こ ととする 。 （少数 の

場合 に は種類別 に せ ず
一

連番号 を付 す 。 ）置換 ， 挿

84

置 換 ▼ 1 ※ ※ ※ ・文字列 ▲ ▼ 1 ※ ※ ※ ・ 文字列 ▲

挿 人 ▼ 2 ※ ※ X ボ 文字列 ▲ ▼ 2 ※ ※ ※ ・

削　 除

移 　動

移動 先

▼ 3 ※ ※ 瀬 ・ 文字列 ▲

▼ 4 ※ ※ ※ ・ 文字列 ▲

条 　末

KAISEIMF

★ 4 ※ ※ ※ ・

◆

GENBUNMF

図 3　 改 訂 指示 記号

入 に於 い て は KAISEIMF ，
　GENBUNMF 中の

一

連番号は ， それ ぞ れ に 対応 して い な けれ ばな らな

い o

　KAISEIMF 中の 置換 ， 挿入 に於 け る文字列 は ，

それ ぞれ官報等に 示 さ れ た 置 き換 え る べ き語句 ，

新 たに 挿 入すべ き語句で あ る 。 GENBUNMF 中

の 置換 ， 削除 ， 移動に於け る文字列は ， それぞれ

官報等に 示 さ れ て い る置き換え られ るべ き語句，

削除され る べ き語句 ， 移動 され るべ き語句で ある。

挿入個所 ， 移動先 に は 同図 に示す 指示記号を埋 め

込ん で お く 。

　記号◆ は原則 とし て
一
条 文 の 終了 を表わ して い

るが ， 長 い 条文の 分割 ， 条文で な い 見出 し等の終

了に も用 い
，

一度に処理 す る文字列の 終端を意味

して い る 。 文字列処理 シ ス テ ム 内の 大 きさ に 限界

があ り，一．一条文が それ を超 え る長 さ の 文字列で あ

る場合 に は ， 適 当に分解 して処理 を行 っ て い る 。

上記の ような デー
タ をワ ー ドプ ロ セ ッ サ に よ っ て

フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク に作成 し ，
コ ー

ド変換 ， 媒体

変換等の処理 を行い
，
GENBUNMF （順編成），

KAISEIMF （
一

連番号 に よる キ
ー
付 き順編成）と

す る 。

　 図 4 に 改訂データの 作成例 を示 す 。

3．3　文字列処理の 概要

　図 5 に 文．字列処理 の 概要を示 す 。 記号◆ま で を

R − B と い うテ ーブ ル に読 み 出 し，そ の 上 で 文字

列の 操作 を行な っ て い る 。 テ
ー

ブ ル R − B の大 き

さを どの 程度に して お けば よ い か は
．
概 に云 えな

い が ， 経験上 こ れ以 ．ヒ長い 条文 は稀で あろ うと思

われ る 4096バ イ ト／ レ コ ー
ドと し ， 2 レ コ ー ドの

大 きさ とした 。
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GENBUNMF

第 2 条 AAAA ▼ 1001＊BBB ▲ AAAAAA 。

▼ 2001・

▼ 1002ホ2 ▲　AAAAAAAACC ▼ 2DO2ウAAA 。

▼ 3001 寧 3　 AAAA 。▲

　 4 　 AAA ▼ 30 2 躍DDDD ▲ AA 。◆

KAISEIMF

▼ 1001ホXX ▲

▼ L，O01 ・2　　ZZZZZσ　▲

▼ 100213 ▲

▼ 2002 ・YYYY ▲

改訂済 条文

第 2 条　AAAAXXAAAAAA 。

　 2　 ZZZZZ 。

3　 AAAAAAAACCYYYYAAA ．

4　 AAAAA 。

　 　 図 4　 改訂用データの 例

　置換 ， 挿入 ， 削除処理 は各条文毎 に 改訂作業が

可能な た めテ ーブ ル 上で 操作す る 。 移動処理 は条

文間に 交差す る場合 もあ り ， 移動処理以外の処理

を終 了 した条文 を WORK フ ァ イ ル に 保 存 し ， こ

の WORK フ ァ イル 上で 操作す る 。
WORK フ ァ イ

ル 作成 時に テ ーブ ル R − B 上 で の デ ータ専有部分

が 少な い と ， 未使用部分 の 多い 効率の 悪 い フ ァ イ

　 　　　　　　 　　　　　　　 ル となる の で ，

（亙丕）．

　　
　　

図 5　文字 列 処 理 の 流 れ

必要最小限の レ

コ ー ド 数 を

WORK フ ァ
・f

ル に 書 き込 んで

い る 。

　終了処理 で は ， 以後の 処理 で 不要 とな る記号◆

の 除去 ， ◆以降の ダ ミー
の空 白 （フ ァ イ ル へ の 書

き込 み は必 要に 応 じ て ダ ミーの 空 白を挿入 し レ

コ ー ド単位で 扱 っ て い る）の除去等 を行 う。

4 ．シ ス テ ム 構 成 と勳作結果

　本 シ ス テ ム に 用 い た ハ
ー

ドウ ェ ア構成 と実際 に

動作 させ た結果 に つ い て述 べ る 。

改訂 資料 か ら GENBUNMF ，
　KAISEIMF を作 る

た め の デー
タ作成 に は ワ

ー
ドプ ロ セ ッ サ を用 い て

い る 。 使用 した コ ン ピ ュ
ータ シ ス テ ム の 概略を図

6 に 示 す 。
GENBUNMF

，
　 KAISEIMF は 同図 中

の オ フ ィ ス プ ロ セ ッ サ サ ブ シ ス テム に 接続され て

い る端末装置か ら読み込 む こ とよ り作成する 。

　最終 的な版下 は N5170／ 55電子組版機に よ っ て

作成 する。

　上 記 シ ス テ ム を便 用 し ， 平成元年 3 月及 び 4 月

に 公布さ れた 「地方税法及 び同法施行 に 関 す る取

扱に つ い て の 依命通達 （道府県税関係）の
一

部改

正 に つ い て」 に 従 っ て改訂 ， 版下作成作業 を行 っ

た 。 法令文改訂処理 用デ ータ の 大 きさ と割合 を表

1 に 示 す。データ量は GENBUNMF に 於 ける 電

子組版機用制御 コ ー ドを含め ， 約 1MB で あ り ，

改訂箇所 は 約300
， 文字列処理 に 要す る 時間は 約 20

分 （ACOS − 3300／モ デ ル 10）， 版下作成等の 印刷時

間 まで 含 め た 全体 の 所 要時 間 は 約 2 時間 で あ っ

た 。 次節 で 述 べ る電子組 版機 に対す る制御 コ
ー

ド

の 問題等 を除 け ば ， 従来 の ター
ン ア ラ ウ ン ドタイ

ム の 大きさ と比較す る と ， 上記 の 結果は満足す べ

き もの で あ る 。 （入 力デー
タ の 作成に つ い て は

， 詳

図 6　 ハ ードウ ェ ア構 成

85

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

バ イ ト数 数 パ ー
セ ン テ

ー
ジ

o 〜　 　 　10381 37 ．3 ％

11 〜　　　20 20 ．6 ％

21 〜　　　30210135 13 。2％

3 ／〜　 　 　40 64 6 ，3 ％

4 ／〜　 　　50 28 2．7％

51 〜
　 100 70 6．9％

101 〜　 200 55 5 ．3％

20 工〜　 300 39 3．8％

30 上〜　 　400 10

40 ／〜　　500 7

1 ．0 ％

0．7％

50D 〜1000 15 1，5％

1DOI 〜2000」 4 0 。4 ％

2001 〜3000 1 0．1％

3DOI 〜4000 1 0．1％

4000 以上 1 0．1％

計 1021 100 ．（1％

表 1　 法令文改訂処理用 データ の 大 きさ と割合

し い 測定 は出来 なか っ た が ， 4 日程度 を要 し従来

の 方法 と比較 して 大差 は な い
。 しか し， 従来 の方

法 に よれば，そ の 後 の 処理 で 約10日程度 の 日数 を

要す る 。 ）上 記の 結果 は本 シ ス テ ム の
一

応の 動作評

価 を与 え る もの と考 え られ る 。

5．お わ りに

　改 訂済 み の 法令文版下 を自動的 に作成す る シ ス

テ ム を開発 し ， 実際 の 改訂作業に 用 い た 。 そ の 結

果 ， 完全 に 正 しい 改訂法令文が 従来 よ りも格段 に

速 く得 られ た。 しか し ， 検討す べ き課題 も残 され

て い る 。

旧法令文 に は電子 組版機 に対す る制御 コ
ー

ド （字

上 げ ，
ゴ チ ッ ク指示等）が含 まれて い るが

， 改訂

作業 中に そ の 制御 コ
ー

ドが 削除 ， 移動 を受け た り，

ある い は置換，挿入文字列 と と もに新 な制御 コ
ー

ドが混入す る等の 人為的な誤 りが 生 じる と ， 版下

作成時に 混乱を招 くこ とにな る 。 本シ ス テ ム で は ，

そ の よ うな 人為的な誤 りに対す る措置を考慮し て

い な か っ た た め ， 版下作成後不整合が発見 された

場合 に は ， 必要な制御 コ ー
ドを KANBUNMF 中

に埋 め込 み 直 し ， 再度版下作成を行な わ ざるを得

なか っ た。これ は本 シ ス テ ム が 単な る文章処理の

み で は な く， 版下作成作業を含ん で い る こ とか ら

生 じた の で ある が
， 改善 し な けれ ば な ら な い 問題

点で あ る 。

　 また ， テ
ーブル R − B の領域確保 に つ い て今回

の 改訂で は問題が 生 じな か っ た が ， 挿入や 置換等

に お い て文字列が大 巾 に増加 し ， テ
ーブ ル R − B

の 領域 を超 え る よ うな こ とが ある と ， 本 シ ス テ ム

で は 何 も メ ッ セ ージ を出さず に ア ボー
トし て しま

う 。 R − B の 領 域が 自動的に 増 える よ うに する か ，

何ら か の メ ッ セ ージを出力 して次の 処理 に 移る よ

う に し て お く必要が あ る 。 こ の 点 も ， 今後の 課題

で ある。
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